
会議名 長浜市指定管理者選定委員会 第２委員会（第５回会議） 

日 時 令和元年１０月３日（木） 

審査対象 湖北みずどりステーション 
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（申請者） 

売上高の部門別の内容を教えていただきたい。添付資料 P27、

39では平成 29、30年度分は各部門別の売上高の記載があり、

この部分が予算として２億円に売上を伸ばされるということだ

が、この２億円をどのように部門別で算定されたのか。 

予算についての部門の売上の比率は、レストラン部門が目標

5,000 万円、直売組合が目標１億円、業者販売が目標 5,000 万

として予算編成している。平成 29 年度についての詳細データ

を持ち合わせていないが、レストラン 4,500 万円と直売組合が

約１億円、業者販売については、5,500 万円の予算としていた

と記憶している。曖昧な数字だが、全てにおいて基本的に売上

は到達できなかった。平成 30 年度についても同様の予算編成

としていたが、これらについても農産物の打撃が尾を引いたと

ころが売上減の原因とみている。 

収支計画書では令和４年度に２億円を超える見込みだが、現状

レストラン部門で4,300万円のところを5,000万円までアップ、

直売についても 8,200 万円から１億円までアップを見込んでい

るということか。レストラン部門について、売上増の具体的な

方策はあるのか。 

売価の反映をし、収支の改善計画は行っている。レストラン部

門は、以前は 5,000 万円近くの売上があったこともあり、客数

が増えれば惣菜関係が増えてくると見込んでいる。また、近年

減少傾向であったが、仕出し関係にも注力しており、これらを

売上増の方策として検討している。 

資料には、“６次化産業”や“アグリビジネス”という言葉が出

てくるが、それは設立趣旨にも出ているし、あるいは担い手で

ある後継者を使うということも出ているが、説明を聞いている

と、特色がないのではないか。“これをやる“とか”あれを中心

にして経営努力を図る“ということが見えてこない。説明を聞

いていても、言葉は悪いが、どこかピンボケしているよう感じ

る。ただ単に、季節変動とか担い手が少なくなったから売上減

少があったということだが、経営努力の点では言葉を濁してい

るように感じる。市内には営農組合とか農業法人は 40あるが、

40の中で御社が経営努力していかねばならないわけだが、今後

の経営について、こういう特色ある経営をしたいという提案が

あれば、説明いただきたい。 

説明の中で天候不良や高齢化等を会社の不振の理由としている
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という指摘であるが、６次化産業といっても基本的には委託販

売を行っているので、農家が安心して出荷いただける、私ども

は責任をもって売っていくことに集中していきたい。先ほど説

明にあった委託販売頼み、農家が出してもらえれば売れるが出

してもらえなければ売れないということでは会社としては成り

立たないと思っているので、ツアー等での誘客、あるいは他の

直売所に売りに行く等、できるだけ直売組合のみなさんにみず

どりステーションに向いてもらえるようお願いしているところ

であり、４月以降では新規に７名入っていただいている。 

ご指摘のこれをメインにしていきたいという策は急には出てこ

ない。 

道の駅等、いろんな施設はあるが、農産物がないために出荷で

きない現状だと思う。草津市と守山市の中間付近の施設ではレ

ストランもあって、農産物の販売もされており、滋賀県で１番

に売上をあげられているが、視察されたことがあると思うが、

差別化を図るという努力を組織の中で考えておられると思う

が、具体性が資料からは見えてこない実情であり、今後さらに

努力いただきたい。 

日帰りのバスツアーの呼び込みを積極的に行うということだ

が、一般の個人客を呼び込む施策はあるのか。また 17 ページ

では構内一斉清掃（草刈・葉刈）が６月に１回あるだけで、草

刈・剪定作業がないようである。個人的にも通ることがあるが、

草がボーボーに生えている。仕様書では年６回の除草作業とな

っているが、除草作業は年１回だけなのか。 

除草作業について、一斉に行っているのは例年６月であるが、

今年は 11 月に予定している。直売組合にも協力いただき、一

斉作業を行っている。現在、ご指摘のとおり、きれいにできて

いない状況であり、反省している。年６回の除草作業について

は、記載はないが、私か社長が行っているが、行き届いていな

いところもあり、今後は注意して行っていきたい。 

一般の個人客の呼び込みについて、一番の問題は、昨年、一昨

年と農産物が取れずに販売できなかったことであり、できる限

り生産者から事前に買い取ってでも店頭に並べる、どうにもな

らない場合は市場から引いてでも店頭に品物を並べるという覚

悟を持ってやっていきたい。 

11ページの達成目標の利用者数について、令和２年度から４年

度にかけて１万人ずつの増加見込みであるが、49ページには今

年度の利用者数が 42 万人となっており、説明では積極的に経

営等をされる方針であるにも関わらず、利用者数が今年度を下

回っているのはなぜか。 

利用者数について、今年度の見込みが事業計画よりもかなり下

がってしまうことが事業計画を提出する時点で判明した。今回、

地に足をついたところで達成目標は 39 万人から１万人ずつ増

加ということで設定した。 
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申請書には記載はないが、市から聞いているのは、３年後には

施設の譲渡を実現したいという意向である。それに対して、説

明では第三セクターとしての甘えはないとか、あるいは６ペー

ジに記載があるが、“長浜市にほとんど頼らず自ら推進していく

“という積極的な姿勢があるにも関わらず、申請書には３年後

の譲渡に向けた文言が記載されていないことについて、今後ど

ういう意向なのか説明いただきたい。 

譲渡については、10年ほど前から長浜市と議論している。条件

として一番の問題はトイレである。男女それぞれ５人ずつでは

観光ツアーを呼び込んでもいっぱいになってしまい、対応でき

ない。まずはトイレを設置してほしい、それができれば譲渡に

ついても受け入れようということで、ここ数年協議している。

昨年、一昨年は残念ながら赤字という状態であり、今年度につ

いては譲渡について考える以上に、収支均衡を図って体力をつ

けて、それから譲渡について協議をしていきたいと考えている。 
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審査結果のとおり、最低制限基準点を満たしていない状況です

ので、不適格ということで採用しないということです。 

各委員の採点にかなり開きがあり、採点時に 60 点を下回ると

失格（採用しない）という説明がなかったので、採点に開きが

出てしまった気もするが。 

事前審査にて湖北みずどりステーションの審査基準についても

審議いただいている。そこで、最低制限基準点は 60 点で、満

たない場合は選定しないということも審議いただいている。 

最低制限基準については、事前審査時に確認しているというこ

とで、それに基づいて結果を出すとすると、今回は選定しない

ということになる。 

選定しないということになると、市として今後どうするかとい

う検討が必要になる。その際に、審査会としては、どのような

点を改善すべきか、またどういったことを思われたのか等、今

後の検討の参考とさせていただきたいので、それらについて、

審議いただきたい。 

今後について、関連するご意見をいただきたいとのことですの

で、改善点も含めて今後の資料になるご発言をお願いします。 

先ほどの説明で、今年度前期の業績が前年を下回っているとい

う話があった。ということは、前年が約 1,000 万円の赤字とい

うことなので、さらにそれを割り込んでいるという理解でよろ

しいか。 

先ほど、90何％という発言があったので、現状としてはそのよ

うな状況です。 

1,000 万円を超えるようなマイナスを更に割り込んでいるとい

うことですね。 

後半の盛り返しという話もあったが、基本的には現状、前年よ
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りちょっと悪い状況と聞いている。昨年度並みの赤字が出るの

ではないかと心配している。 

出資分も食い込んでしまう可能性もあるということか。 

先ほど、2,500 万円の純資産の話もあったが、数年ということ

ではなく、近々に近づいている状況で、事務方としては危機感

をもって会社の運営について注視している。 

繰越の利益剰余金がなくなってしまうということか。 

長浜市と直売組合所が出資されている出資資本金も食いつぶし

てしまう状況が想定される。 

今年度、経営状況が厳しい状況であり、指定管理の受け皿の団

体として大丈夫なのかという部分が、提案以前の話として、い

ったん市で引き取って確認した方がよいと思っている。 

市としては３年後に譲渡したいという意向であり、先ほどの答

弁では 10 年ほど協議を続けてきたということであった。にも

関わらず、積極的な譲渡への方針が示されなかった。一部の原

因としては、経営状況の問題があったかもしれないが、トイレ

が設置されなかったということを理由としてあげられていた。

この姿勢について非常に疑問を持っており、10 年も話し合いを

しているのであれば、市も方向性を示しているので、それに向

けて積極的な発言があってもよかったのではないかと。申請書

については、積極的な説明であったにもかかわらず、その点に

関しては、全くなくギャップを感じた。ある意味、不誠実な感

じもしたので、その姿勢もよくないと感じた。もちろん、第三

セクターとしての甘えを持たないという発言もあったが、そう

であるならば、尚更、譲渡に向けてもう少し積極的な姿勢を示

してもよかったのではないかと思う。そのあたりも問題点とし

てあげておきたい。そういう方向性が示されない限り、指定管

理者としていかがなものかという思いがある。 

立地条件はすごくいいんです。夕日百選に選ばれていて、ロケ

ーションがいいにも関わらず、最近、北部地域に訪れる観光客

がインバウンドを含めて減少傾向にあるのは否めない事実だと

思う。一度、税理士あるいは診断士を含めてどういう点を改善

すべきかということを経営者が集まって、議論の上、６次産業

化、アグリバイオ等を今後も進めていくのか、あるいは農家か

らの集荷状況の改善や季節変動の野菜の仕入れ先を変える等、

営農組合や農業法人から十分なコメントをいただきながら、再

度検討するという前向きな姿勢で行けば、何らかの形で救われ

る道はできてくるのではないかと思う。前向きに検討されるの

であれば、いつでも協力させていただく。 

道の駅は浅井と西浅井にあり、びわには類似施設がある。いず

れも楽な経営ではないが、仕入れをしっかりすることで何とか

黒字経営である。全国的に見ても３割程度の施設は赤字という

こともあり、経営面でしっかりと、要は品物を揃えていただく

部分が高齢化もあって、非常に苦慮されている。農産物は天候
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に影響されるので、納入・仕入れという部分をしっかりしてい

ただかないと、成り立っていかない。若手を、という提案だっ

たが、実際に品物が揃うのかということを所管課でしっかり把

握していただきたい。 

農業を前に出している限り、リスクは避けられない中で、リス

ク回避をしていく提案が具体性に欠けていて、熱意が伝わらな

かった。ロケーション的にはいい部分につながるが、滋賀県で

はビワイチがブームになってきている。提案書にも自転車置き

場を設置すると記載があったが、もっとアピールがあってもよ

かったのではないか。また、委員の質問に対しても、具体的・

積極的な回答がなく、全体的に熱意が感じられなかった。 

説明を勘違いして聞いていたところがあった。今年度は何とか

回復しているという期待を持っていたが、去年の台風被害の時

よりも状況が悪く、若干の不作はあるのかもしれないが、業績

が上がっていないことを踏まえると、申請書にはいろいろ記載

はあるが、それらがまだ軌道に乗っていないように感じた。ま

ずは経営状況について、しっかり考え直していただく必要があ

ると感じた。 

ロケーションはいいところであって、一般のお客さんが入るか

入らないかというのは、見た目もあると思うので、そのあたり

をしっかり対応いただきたいと思い、除草作業の質問をした。

また、品揃えがないからと言って、品物を揃えても何の特徴が

あるのか見えないので、それらも含めてしっかりとやっていた

だきたい。 

２期赤字が続いている中で、財政状態も将来的に見ても厳しい

状況である。改善するためには利益を上げていかなければなら

ないが、計画では消極的というか、利益があがらない状況の計

画であった。皆さんがおっしゃるように、積極性のなさが数字

でも感じられるものであった。 

皆さんからいろいろな改善点等、意見をいただきました。これ

らの改善点を含めて再度協議いただくということでよろしい

か。選定委員会としては、選定しないということですが、以降、

市と協議いただくということでよろしいか。 

市ホームページに選定結果概要を公表しますが、本日協議いた

だいた内容を参考にさせていただきます。 

結論、湖北みずどりステーションの指定管理者候補については、

最低制限基準点を満たさないことから、不適当とする。今後、

改善点等を含めて市と協議いただくこととする。 

 


